
登録団体意見一覧と町の考え方

№ カテゴリー
説明
会

後日
提出

意見 町の考え方

1

〇

・音響を整えてほしい（仮設の反響板で可　あつもりホールにあるようなもの） 会議や講演等でも使用されるため、音楽ホールのような反響する壁を造ることはできませ
んが、仮設の反響板の設置は可能なため、備品として準備する方針とします。

2

〇

天井高８ｍはほしい 大講堂部分は吹き抜けとなっているため、十分な高さは確保できると考えますが、今後設
計者とも協議し、十分な高さの確保に努めます。

3
〇

・隣接に控室（楽屋）がほしい 楽器等が練習できる機能も兼ね備えた楽屋を設置する予定で検討しています。

4 〇 ・映画やDVDの上映ができる機能が欲しい 上映用のプロジェクターを設置する方針とします。

5

〇

・名称は会議や研修等に使用するだけではなく、舞台やスクリーンを使用してコンサートや上映会
をすることを考えれば、「大講堂」ではなく「（多目的）ホール」のほうがいいのではないか

名称については今後検討しますが、いただいた意見も参考に決定したいと考えておりま
す。

6

〇

・使用用途を制限したホールではなく多目的に活用を実現できるホールであること
（例：①バレエ、演劇等②楽器演奏・合唱③講演会・学会④避難所としての機能⑤学校の授業やカ
リキュラム⑥コンサート・ファッションショー展示会⑦イベントの演出技術（照明や舞台裏の構造
などのことか？）を養えること）

ご意見にあるような用途で利用可能なよう進めてまいりますが、すべてを完璧に網羅する
ことは難しいことから町民が多目的に利用しやすいよう設計者と協議してまいります。

7

〇

・多目的利用の達成に必要な機能を付加すること
（例：①広い空間②舞台がせり上がる可動舞台③音響・暗幕・バトン④可動式観客席⑤防音設備・
健康に配慮した環境設備⑥楽屋の配置⑦適正な料金

基本的には、町内には大賀ホールがあるため交流センターの大講堂（ホール）は大賀より
も敷居を低くして、ご要望にあるとおり低廉な料金で、町民にも使いやすい施設としたい
と考えております。舞台機能についても可動式観客席や防音機能など可能な範囲で設えま
すが、すべての要望に沿えるかどうかは今後の検討となります。ご理解を願います。

8

〇

・楽器の使用やコーラスなど、音の出る活動をする団体が多く、諸室の予約が争奪戦の様相とな
る。よって、防音対策のある諸室を多くしてほしい

会議や打ち合わせ等で隣接する諸室が使われるなど、音が漏れる状況はなるべく避けたい
と考えています。
しかしながら、空調の効率化のための通風孔の設置や仮設のパーテーションなどで仕切る
場合の防音が完璧にはできないことなどの理由により、十分な防音効果が表れないケース
もあるため、可能な範囲で対策を講じていきます。

9
〇

・壁面に鏡（姿見）を設置してほしい 他の施設でも鏡が設置してあるフロアがあることから、それを踏まえて慎重に検討しま
す。

10

〇

・和室は残してほしい
・和室（靴を脱ぐ環境）は現状の和室Ａ・Ｂの1.5倍はほしい

靴を脱いでの体操や乳幼児の利用を考慮すれば、和室もしくはカーペット等靴を脱いで利
用するスペースも必要と考えます。災害時の対応も考慮しつつ広さについても今後検討し
ます。

11

〇 〇

・ピアノを複数個所に設置してほしい
・リハーサル室等を設置し、ピアノを置いてほしい

現状では大講堂に1台設置されていますが、音楽スタジオの設置も目論んでいることか
ら、ピアノもしくはキーボードを備品として設置することを検討します。

12
〇

・カラオケの機器を設置してほしい 現在では通信機能を使ったコンパクトなカラオケ機器もあることから、それらを含め検討
します。

13

〇

・楽器の収蔵庫が欲しい 基本的に施設の備品以外の物品はお預かりしない方針としますが、大きいもの、重いもの
などその都度持ち運びが大変なものについては、貸ロッカー等を有料で貸出すことにより
対応したいと考えています。楽器についても最低限の収蔵スペースとなるよう考慮をお願
いします。

大講堂

諸室
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14

〇

・部屋数が少ないため増やしてほしい
・小分割する場合は防音のパーテーションにしてほしい

建物全体のキャパシティが限られている中で、大きな会議室を防音のパーテーションによ
り小分割して利用できるようにするなど、最善の方策をとってまいります。

15

〇

・靴を脱いで利用できる諸室が欲しい（ヨガ）
・現在の和室は狭いので、1.5倍の広さが欲しい

ヨガやストレッチの利用団体も多く、また幼児の利用も見込まれることから、靴を脱いで
利用する諸室も必要と考えています。広さについては限られたスペースの中で検討せざる
を得ない状況ですのでご理解願います。

16
〇 〇

・会議室の声が反響して聞き取りづらいので対策を願いたい（現第2・第3会議室等）
・音の反響があり聞き取りにくいため音響環境を整えてほしい

事務局側も状況を把握しているので、対応します。

17

〇

・茶室を造ってほしい
・水屋の充実

茶室としての設えは重要と考えますが、他の用途との併用が可能かなど、茶室としての利
用頻度も考慮して検討してまいります。

18 〇 ・教養室Bと同程度の部屋が欲しい、また囲碁と将棋など同系統の競技団体は同室でも可 諸室の間仕切り等を検討しご要望に沿うよう努めます。

19 〇 ・和室でも椅子の使用ができるようにしてほしい 多目的に利用できる諸室を念頭に検討してまいります。

20
〇

・テーブル（机）を出す際テーブルが倒れて怪我をしそうになったので扱いやすいテーブルにして
ほしい

施設管理側でも安全面で細心の注意を払います。

21 〇 ・高齢者は聞き取りにくいため各室に音響設備（マイクとスピーカー？）を備えてほしい ある程度広さのある諸室には音響設備を設置します。

22

〇

・調理室は1階がいい 敷地の高低差があり、現在設計者とも協議中ですが、北側入口から建物に入る場合、２階
が入口のレベルとなる可能性があることから、２階に調理室を設けてあります。今後協議
の中で使いやすい調理室となるよう検討してまいります。

23 〇 ・１５０人程度の料理が作れる調理室とされたい 災害時の対応を含め検討します。

24
〇

・調理室と、和室＋会議室をセット（隣接）にしてほしい 調理室の近くに食事ができるスペースを配置するよう検討します。

25

〇

・現状は狭いので20人程度が教室等で使える部屋とされたい 陶芸だけではなく、絵画や工芸品、工作、生け花等多目的に利用できるよう計画します。
広さについても可能な範囲で確保したいと考えていますが、整理整頓や清掃など完成後の
利用者の皆様の協力も必須と考えております。

26

〇

・水廻りの改善（作業台とシンクの関係性・排水設備）
・外に出られるドアが欲しい

今後利用者の声を聴きながら設計に反映していきたいと考えております。外部にも出るこ
とが可能な設えも検討します。

27
〇

・木工は音が出るので防音対策をしてほしい 防音について検討します。

28

〇

・所有物品（釉薬や工具等）の保管場所が欲しい ロッカーもしくは倉庫の貸出について検討しています。基本的には個人（団体所有）の物
品の預かりについては有料としたいと考えていますのでご理解願います。

29
〇

・ろくろ、電気窯等を新調願いたい 利用可能なものは継続して使っていただきますが、古いもの等については順次新調してい
くこととします。

30 〇 ・現在の活動が縮小されない施設としてほしい 可能な限りご要望に沿うよう努めます。

31
〇

・工作室は複数団体が重なっても、部屋の間仕切り等で使用可能な面積を確保されたい 現状よりは広いスペースとする予定ですが、限られた床面積の中で広さを確保できるよう
検討してまいります。

32
〇

・電動の「木工工作機械」と「水廻り設備」を据え付けてもらいたい
・ボール盤、糸鋸機、万力は必須アイテムのためこれらの設置スペースが必要

設置備品については今後の検討となります。施設として必要な備品から順次検討を進めま
す。

諸室

調理室

工作室
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33

〇

・各団体用の棚を付けて備品は棚に整理、収納する運用としてください
・道具を収納する棚を設けてほしい

№28での回答のとおり、貸ロッカー、貸しスペースを設置しますが公共の施設であるた
め、預ける物品は最小限としていただくようお願いいたします。

34
〇

・水道はお湯が出るようにしてもらいたい
・外水道を設けてほしい

今後検討します。

35 〇 ・清掃用具の充実を希望 実施します。

36 〇 ・使用する道具が多いので出入口に近い場所の部屋（工作室）が良い 工作室には外部に通ずる扉を設置する予定です。

37

〇

・予約の競合があり、諸室の争奪戦となり大変
・予約が取れないため、やむなく休みにすることがある

諸室を分割して利用するなど、利用人数に合わせた使い方ができるようにし、少しでも競
合を回避できるよう努めます。また防音対策を施すことにより音漏れを防ぐ対策を検討し
ます。

38

〇

・Web予約を導入してほしい 多くのご意見をいただいているため、検討を進めています。また、インターネット環境が
利用できない利用者もいることを想定し、導入後もしばらくは今までの予約方法との併用
で運用する方針です。

39

〇

・登録団体の要件が厳しく、活動の存続が危うい 現時点では要件を緩和することは考えておりませんので会員を募る、あるいは他の団体と
合同で活動する等の方法をご検討願います。

40
〇

・ろう者の方が予約する際、メール予約ができるとよい
・筆談による予約ができるとよい

現時点で対応可能です。

41

〇

・予約は通年利用している団体の曜日、利用時間を優先して継続利用できるようにする
・使用日が固定している団体は予約優先としてほしい

登録団体優先とする予定ですが、大規模なイベントなど（選挙・夏期大学・文化展・文化
祭・二十歳の集い等）の場合はイベント優先なることもご理解ください。

42

〇

・庁舎と併設する方針とのことですが庁舎側の都合で活動ができなくなることのないようにしてい
ただきたい

庁舎側にも会議室は現状より多く確保してありますが、大人数の講習会や講演会（住民対
象）、あるいは災害や、町をあげての行事など行政側で利用する場合もあるため、その際
はご理解をお願いいたします。

43

〇

・有料化に反対
・町民の減免、高齢者の減免
・今まで通り無料で使わせていただきたい。他の自治体を調査していただき、実情が有料となった
場合でも使用料は抑えていただきたい

有料化については反対意見を一定数いただいておりますが、受益者負担の観点から基本的
には有料化としたいと考えています。なお登録団体のうち町等で実施する事業（文化祭や
文化展等）に協力していただける団体については減免措置をすることも検討しています。

44
〇

・料金は町民に対して優遇するべき
・健康増進を目的に定期的に利用する団体は料金を低料金としてほしい

ご意見のとおりとする予定です。

45

〇

・展示スペースの活性化（作品の展示） 現在の中央公民館は展示スペースが奥まった場所にあり、来館者の目に触れる機会が少な
いため、新施設は展示スペースを来館者の導線に配置し、常に何かしらの作品が展示され
ている状態となるよう進めます。

46
〇

・EVの充実を 来館者の導線を考慮し、ご意見を踏まえてしっかり検討してまいります。

47
〇

・活動のPRのため（活動内容を）掲示するスペースを充実させてほしい イベントや団体の活動を宣伝するための掲示スペースやラックなどのスペースを確保しま
す。

料金

予約・登録

工作室

その他
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48

〇 〇

・備品などを置いておく貸ロッカーや保管スペースが必要
・使用する道具やアウターを置く場所がないため私物を置くための棚等が欲しい
・競技に必要に道具（碁盤・碁石）は利用する諸室内に保管場所を設けてほしい

№28でお答えしたとおり、持ち運びが大変な所有物についてはロッカーの設置を検討して
います。なお施設の備品として町側で管理するものについては町で保管管理をします。

49

〇

・キッチンカーのスペースを確保してほしい キッチンカーの設置のためには、該当場所に電源や水道などを準備しておくことが必要と
なることから、今後設計者とも協議してまいります。

50 〇 ・芝生＋木陰が欲しい 「緑の縁側」を中心に、緑化に取り組んでまいります。

51

〇

・ボランティアセンターの設置 公民館機能に加えて、交流センターとしての位置付けもあることから、まちづくりをサ
ポートする団体の参入について今後検討してまいります。

52

〇

・国道に信号機の設置を 設置自体は町ではできませんが、国道との交差点改良を実施することもあり、信号設置に
ついては長野県公安委員会と協議してまいります。

53
〇

・床暖房を入れてほしい 暖房、冷房については、施設全体を総合的に考慮し、快適な環境づくりに努めます。

54

〇

・庁舎の会議室や議場の使用を認めてほしい セキュリティの観点から慎重に検討しています。なお議会棟については議会との調整の中
で一般には開放しないことで議会側から依頼がありましたので御了承願います。

55

〇

・図書室の設置を 図書については、地域の資料等を中心にある程度設置する予定ですが、多くの図書を配架
することは難しいため中軽井沢図書館をご利用いただきますようお願いいたします。

56 〇 ・営業を22時までに延長してほしい 住民のニーズを踏まえ検討してまいります。

57
〇

・郵便局、銀行の設置 現時点では銀行等のＡＴＭの設置を考えており、窓口業務までは検討しておりません。

58
〇

・職員にとっても働きやすい職場とされたい 職員にも意見を聞いておりますし、今後も職員の声を聴きながら進めてまいります。

59
〇

・町職員の環境整備
（例：昼休憩は別の場所で・女性職員が使いやすいトイレ・任試飲中の職員の休憩場所）

限られたスペースの中で職場環境に配慮したものとします。

60
〇

・給茶機、自販機の設置 給茶機・自販機カフェ等、住民が気軽に立ち寄り、交流できる雰囲気づくりに努めます。

61

〇

・中庭は必要ないのでその分を利用者のためのスペースにしてほしい 床面積の上限がすでに決まっているため、これ以上フロアの面積を増やすことはできませ
ん。ご理解願います。

62
〇

・Wi-Fi使用できるようにしてほしい 全館で利用できるよう検討します。

63 〇 ・スロープの安全性の確保を願いたい 考慮します。

64 〇 ・多目的トイレは各階に設置してほしい 設置の方向で検討しています。

65
〇

・売店が欲しい カフェの設置を計画しております。

その他
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全体についての町の考え方

いただいたご意見・ご要望に関しましては、すでに対応可能なものや対応できそうなものも多く、今後前向きに進めていけるものと思っております。一方で建物自体の床面積（全体の床面積
を9,000㎡以内に抑える）が増えるものや高額な費用（資材や諸経費高騰の折、建築コストを抑える）を伴うものにつきましては、ご希望に添いかねる部分もございます。一人でも多くの住
民の方に利用していただけるよう努めますので、ご理解、ご協力をお願いいたします。
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